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その後 1994年 4月に資産経済研究部門が増設され、5大研究部門 15研究傾域となった。2000年 4月に
金融工学研究センターが設置され、2001年 10月には野村証券グループの寄附により「応用金融工学寄
附研究部門」（2004年 9月までのところ更新され、2007年 9月まで）が開設された。また、2002年 4月
には経済計画研究部門を複雑系経済研究部門に改称した。 
2004年 4月には 5大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の 3大研究部門と金融
工学、複雑系経済の 2研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。2005年 7月には先端政策
分析研究センターが設置され、また、2007年 4月には日本漢字能力検定協会の寄附により「教育経済学
研究部門」（2010年 3月 31日まで）が、同年 10月には野村グループの寄附により「伊藤清博士ガウス






その後、1981年 4月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4階部分が増築、また、平成 9年度には
営繕により地下部分が改修され、4階建て延べ 3,150㎡の面積を有することとなった。 
2008年 3月、附属図書館別館が耐震改修工事を終了し、新たに経済研究所北館として引き渡しを受け






















【年  表】  
1962年 3月 昭和 37年法律第 36号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済研究所の
京都大学附置が決定される。 
 4月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2研究部門をもって発足する。 
 5月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
 12月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963年 8月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964年 4月 文部省令第 10号により、地域経済、資源経済の 2研究部門が増設される。 
 7月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965年 5月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。新館に移転する。 
1966年 4月 文部省令第 24号により、計画経済、産業統計の 2研究部門が増設される。 
1968年 4月 産業構造、資源経済、産業統計の 3研究部門が実験部門となる。 
1972年 10月 創立 10周年にあたり、記念パーティー並びに所内において記念学術講演会を開催する。 
  創立 10周年にあたり、記念パーティー並びに大阪・朝日新聞ホールにおいて記念学術
講演会を開催する。 
1976年 4月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977年 4月 文部省令第 15号により環境経済研究部門が増設される。 
1978年 4月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979年 4月 文部省令第 12号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981年 4月 文部省令第 12号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
  本館研究棟を 4階建に増築した。 
1982年 11月 創立 20周年にあたり、大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催する。 
 12月 創立 20周年にあたり、所内において記念学術講演会を開催する。 
1983年 4月 文部省令第 11号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986年 4月 文部省令第 19号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研究部門
となり、12研究領域に改組される。 
1991年 4月 1研究領域が増設され、13研究領域となる。 
1992年 10月 創立 30周年にあたり、経済学部において記念講演会を開催する。 
  創立 30周年にあたり、豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポジウ
ムを開催する。 
1993年 3月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
 4月 文部省令第 19号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 
1994年 6月 文部省令第 24号により資産経済研究部門が増設され、5大研究部門 15研究領域となる。 
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2000年 4月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001年 10月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が新設される。 
（2004年 9月 30日まで） 
2002年 4月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系経済研究部門
に改称される。 
 10月 創立 40周年にあたり、京都市国際交流会館において記念シンポジウム、並びに記念祝
賀会を開催する。 
 11月 創立 40周年にあたり、東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シンポ
ジウム、並びに記念祝賀会を開催する。 
2004年 2月 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授に京都大学名誉博士の称号が授与される。 
  ロチェスター大学マッケンジー名誉教授から寄贈された蔵書により、マッケンジーライ
ブラリーを開設する。 
 4月 経済情報解析、経済制度、公共政策の 3大研究部門と金融工学、複雑系経済の 2研究セ
ンターに改組される。 
  東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
 10月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期間が 2007年 9
月 30日までに更新される。 
2005年 7月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006年 8月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用金融工学（野村
グループ）寄附研究部門」に改称される。 
2007年 4月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。（2010年 3月 31日まで） 
 10月 寄附研究部門「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイナンス寄附研
究部門」が新設される。（2010年 9月 30日まで） 
2008年 3月 附属図書館別館が耐震改修工事終了。新たに経済研究所北館となり引き渡しを受ける。 
 8月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、連携連絡ベースとして東京分室内に東
京（丸の内）オフィスを開設する。（2012年 1月 31日まで） 
 9月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、教育・研究実施ベースとして東京（三
田）オフィスを開設する。 
 12月 工学部総合研究 2号館 4階南側 816㎡のフロアを経済研究所に研究室・講義室スペース
として引き渡しを受ける。 
2009年 4月 公共政策研究部門が、経済戦略研究部門に改称される。 
2010年 4月 附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組される。 
  「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定される。
（2010年 4月～2016年 3月） 
  連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」が新設される。 
（2015年 3月 31日まで） 
  生存基盤科学研究ユニットに参画する。 
2011年 4月 附属先端政策分析研究センターが部局内措置となる。 
2012年 9月 経済研究所本館耐震改修工事開始。（2013年 3月耐震改修工事終了） 
 11月 創立 50周年にあたり、京都大学医学部構内芝蘭会館において記念講演会、記念式典、
並びに記念祝賀会を開催する。 





岸本 誠二郎 昭和 37年 4月 1日 ～ 昭和 41年 3月 31日 
青山 秀夫 昭和 41年 4月 1日 ～ 昭和 46年 11月 30日 
馬場 正雄 昭和 46年 12月 1日 ～ 昭和 49年 3月 31日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49年 4月 1日 ～ 昭和 49年 7月 15日 
尾上 久雄 昭和 49年 7月 16日 ～ 昭和 53年 7月 15日 
行澤 健三 昭和 53年 7月 16日 ～ 昭和 55年 2月 8日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55年 2月 8日 ～ 昭和 55年 3月 31日 
宮崎 義一 昭和 55年 4月 1日 ～ 昭和 58年 4月 1日 
尾上 久雄 昭和 58年 4月 2日 ～ 昭和 61年 3月 31日 
馬場 正雄 昭和 61年 4月 1日 ～ 昭和 61年 10月 27日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61年 10月 27日 ～ 昭和 61年 12月 13日 
小池 和男 昭和 62年 1月 1日 ～ 昭和 63年 3月 31日 
杉本 昭七 昭和 63年 4月 1日 ～ 平成 2年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 2年 4月 1日 ～ 平成 6年 3月 31日 
福地 崇生 平成 6年 4月 1日 ～ 平成 7年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 7年 4月 1日 ～ 平成 11年 3月 31日 
藤田 昌久 平成 11年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日 
佐和 隆光 平成 13年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日 
西村 和雄 平成 18年 4月 1日 ～ 平成 22年 3月 31日 
矢野  誠 平成 22年 4月 1日 ～ 平成 24年 3月 31日 
溝端 佐登史（現職） 平成 24年 4月 1日 ～     
 
【名誉教授一覧】 授与年月日 
岸本 誠二郎 昭和 41年 4月 2日 
青山 秀夫 昭和 48年 4月 2日 
尾上 久雄 昭和 61年 4月 1日 
宮崎 義一 平成 2年 1月 23日 
瀬尾 芙巳子 平成 5年 4月 1日 
杉本 昭七 平成 8年 4月 1日 
森口 親司 平成 9年 3月 4日 
福地 崇生 平成 9年 3月 4日 
青木 昌彦 平成 13年 3月 6日 
佐和 隆光 平成 18年 4月 1日 
上原 一慶 平成 19年 4月 1日 
坂井 昭夫 平成 19年 4月 1日 
藤田 昌久 平成 19年 4月 1日 
塚谷 恒雄 平成 20年 4月 1日 
西村 和雄 平成 22年 4月 1日 
若杉 隆平 平成 24年 4月 1日 
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上記の研究組織の改組・増員が実現されると、経済研究所は 3 研究部門、2 研究センター、そして研
究分野全体に跨る先端経済分析研究推進機構により構成される研究組織を持つことになり、30人の教員
に加え、国内外客員研究員、ポスドク研究員、非常勤講師、招へい外国人研究者等から成る、日本の経
































も、受け入れた若手研究者の出身大学は京都大学以外で 11 校に上り、そのうち 7 校は海外の大学であ
る。その就職先も 12 校に上り、経済研究所は優れた若手研究者にとって、理想的な研究環境のもとで







(1) 複雑系経済研究センターの新設（定員 1名増） 
複雑系経済研究部門を改組し、複雑系経済研究センターを新設する。また、残り 4 部門と金融工
















・IT 管理室：所内 LAN の管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算機委員会を改組
し、常勤の専門担当者 1名を配置する。 






















成 9年から平成 19年）が約 47.3 件（一名当たり 1.9件）、SSCI（ Social Science Citation Index ）にお
ける一名当たり論文被引用数（昭和 46年から平成 19年）が 175.6件であり、研究活動が極めて活発に
継続されている。また、21 世紀 COE プログラム「先端政策分析のインターフェイス拠点の形成」を推
進するほか、研究所内に各種の研究センターを設置し、経済学分野の先端的国際研究拠点として活発に
共同研究を行い、複雑な社会・経済問題に対処するための学際的研究に取り組んできた。その一環とし
て、International Journal of Economic Theory を刊行してきた。研究資金の獲得状況については、平成 16
年度から平成 19年度の各年度における科学研究費補助金の採択率がそれぞれ 61.1％、70.6％、75.0％、
89.5％と極めて高く、受入れ金額合計が 5,830万円、4,340万円、3,720万円、3,129万円である。その
他の競争的外部資金の受け入れ状況は、21 世紀 COE プログラムが１件、平成 16 年度から平成 18 年度
の各年度の寄付金がそれぞれ 4,150 万円、4,227.5 万円、7,190 万円であり、受託研究費は 910 万円、


































































































































































































 2011年度 2012年度 2013年度 
教 授 16 15 16 
准 教 授 6 6 5 
講 師 0 0 1 
助 教 3 3 2 
計 25 24 24 
 
事 務 職 員 9 9 5 
非常勤職員 34 34 35 




 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 54歳 42歳 37歳 32歳 
平均勤続年数 24年 13年 5年 2年 






























教 授  照山 博司 「マクロ計量経済分析」 
教 授  小佐野 広 「ミクロ計量経済分析」 
准教授  奥井 亮  「ミクロ計量経済分析」 
 
非常勤講師  木村 匡子 「人口と家族の経済学」 
（名古屋市立大学大学院経済学研究科 准教授） 
非常勤講師  金谷 太郎 「経済時系列分析」（滋賀大学経済学部 准教授） 
 





教 授  溝端 佐登史 「制度の経済分析」 
教 授  原 千秋   「組織の経済分析」 
教 授  三野 和雄  「国際貿易と経済成長の経済分析」 
 
非常勤講師  荒渡 良 「公共経済学・政治経済学」（名古屋大学大学院経済学研究科 准教授） 
非常勤講師  八木 恭子 「ファイナンス」（秋田県立大学システム科学技術学部 助教） 
 
研究支援推進員  堀部 恵美子 





教 授  今井 晴雄 「ゲーム理論」 
教 授  関口 格  「ゲーム理論」 
教 授  有賀 健  「環境・公共政策」 
教 授  梶井 厚志 「市場経済戦略」 
助 教  佐野 隆司 「市場経済戦略」（2013.9.1～ ） 
 
非常勤講師  宮川 栄一 「動学ゲームと情報」（神戸大学大学院経済学研究科 教授） 
 
研究員（科学研究）  米崎 克彦（2013.4.1～ ） 
 
事務補佐員  西村 法子 
事務補佐員  増田 実記 





教 授  柴田 章久 「リスク管理」 
教 授  矢野 誠  「市場の質」 
教 授  西山 慶彦 「金融計量経済分析」 
助 教  岩佐 和道 「金融計量経済分析」（～2013.12.31） 
 
外国人研究員（客員准教授） Giulio SECCIA 「戦略的倒産の金融市場均衡への影響の分析」 
（サウザンプトン大学 准教授）（2012.7.15～2013.7.14） 
 




外国人研究員（客員准教授） Bruno STRULOVICI 「比較静学、再交渉、および戦略的基礎」 
（ノースウェスタン大学 助教授）（2013.6.22～2013.9.22） 
 
外国人研究員（客員准教授） Harrison CHENG 「オークション機構設計と再販効果」 
（南カリフォルニア大学 准教授）（2013.10.1～2013.12.31） 
 
外国人研究員（客員教授）  Alexandr VILENSKIY 「市場経済移行と企業の比較研究」 
（ロシア科学アカデミー研究所 教授）（2013.11.1～2014.1.31） 
 
外国人研究員（客員教授）  Yoon-Jae WHANG 「確率的優位の検定」 
（ソウル国立大学 教授）（2013.12.9～2014.3.8） 
 
非常勤講師  水野 敬三 「リアル・オプションに関する研究」（関西学院大学商学部 教授） 
 
非常勤講師  沖本 竜義 「経済・ファイナンスデータの計量時系列分析」 
（一橋大学大学院国際企業戦略研究科 准教授） 
 
研究員（研究機関）  佐藤 健冶 （ ～2014.3.31） 
研究員（科学技術人材育成） 福田 勝文 （2013.4.24～2013.12.31） 
 





客員教授   小西 秀樹 「財政金融政策の相互依存関係とその帰結に関する研究」 
（早稲田大学政治経済学術院 教授）（2013.4.1～2013.9.30） 
 
客員教授   神谷 和也 「多期間契約の研究」 
（東京大学大学院経済学研究科 教授）（2013.10.1～2014.3.31） 
 






教 授  中嶋 智之 「複雑系経済学」 
教 授  森 知也  「空間経済学」 
教 授  新後閑 禎 「経済動学」 
助 教  髙橋 修平 「複雑系経済学」 
 
非常勤講師  田淵 太一 「ケインズ経済学の視点からみた、貿易論および国際通貨論」 
（同志社大学商学部 教授） 
 
非常勤講師  中島 賢太郎「経済集積の要因分析のための実証分析手法の開発」 
（東北大学大学院経済学研究科 准教授） 
 





教 授  大森 恵子   
准教授  中澤 正彦   
准教授  鈴木 将覚   
准教授  佐藤 正弘   
准教授  佐分利 応貴  
 
研究員（産官学連携）  行本 雅 
研究員（産官学連携）  平野 大昌 
研究員（産官学連携）  栗田 郁真（ ～2014.3.31） 
研究員（産官学連携）  小寺 剛 
研究員（産官学連携）  溝端 泰和（2013.4.1～ ） 
研究員（産官学連携）  仲山 紘史（2013.7.8～ ） 
研究員（産官学連携）  王 敦彦（2013.8.16～ ） 
 
事務補佐員  中山 尚子 
事務補佐員  小濵 祥子（2013.4.1～2013.5.15） 
派遣職員   平岡 真美（2013.5.14～2013.8.31） 
事務補佐員  平岡 真美（2013.9.1～2014.3.31） 
 
 
【研 究 部 門】 
 
特定講師（科学研究） 小松原 崇史（2013.4.1～ ） 
非常勤講師      西村 和雄（特任教授）（2013.4.1～ ） 
研究員（科学研究）  藤田 昌久（特任教授） 
研究員（科学研究）  若杉 隆平（客員教授） 
研究員（科学研究）  井上 寛規 
研究員（科学研究）  青木 隆明 
研究員（科学研究）  田中 藍子 
研究員（科学研究）  天龍 洋平（2013.4.1～2014.3.31） 
 
教務補佐員  田宮 すみ恵 
教務補佐員  奥田 由美子 
教務補佐員  大津 敦子 
教務補佐員  岡村 美香 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  稲川 三千代 
事務補佐員  三好 暁子（2013.6.1～ ） 
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【事 務 部】 
 
事務長  柏原 明（2013.4.1～2014.3.31） 
総務掛  隅井 利和（掛長）  中島 志保（掛員）（ ～2014.1.31） 
山下 大介（主任）（2014.2.1～ ）  原 裕美（掛員）（ ～2013.6.30） 
東 宏子（事務補佐員）（ ～2013.6.30）  江村 真奈美（事務補佐員）   
伊藤 麻友子（派遣職員）（ ～2013.6.30） 
西村 まどか（派遣職員）（2013.8.19～ ） 
会計掛  井上 智志（掛長）（ ～2013.6.30）  松村 美穂（主任）（ ～2013.6.30） 
  西尾 秀雄（主任）（ ～2013.6.30）  大下 雅代（事務補佐員）（ ～2013.9.30）   
島本 景子（事務補佐員）（ ～2013.7.31）  勝田 孝子（労務補佐員）   
岡島 賢一郎（コンピュータネットワークサポート：派遣職員）（ ～2014.3.31） 





















































  小松原 崇史 
   「経済危機と社会インフラの複雑系分析」研究推進室 特定講師 就任 
 
  小西 秀樹（早稲田大学政治経済学術院教授） 
    現代経済分析研究部門 客員教授 就任 （ ～2013.9.30） 
 
  小西 葉子（独立行政法人経済産業研究所研究員） 
    現代経済分析研究部門 客員准教授 就任 （ ～2014.3.31） 
 
  Sébastien LECHEVALIER（社会科学高等研究院（EHESS）准教授） 
ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員准教授） 採用（ ～2013.9.30） 
 
2013.6.1 
  関口 格  経済戦略研究部門 教授 昇任 
 
2013.6.22 
Bruno STRULOVICI（ノースウェスタン大学 助教授） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員准教授） 採用（ ～2013.9.22） 
 
2013.7.14 
Giulio SECCIA（サウザンプトン大学 准教授） 
ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員准教授） 退職 
 
2013.9.1 
  佐野 隆司  経済戦略研究部門 助教 採用 
 
2013.10.1 
  神谷 和也（東京大学大学院経済学研究科 教授） 
    現代経済分析研究部門 客員教授 就任 （ ～2013.3.31） 
 
Harrison CHENG（南カリフォルニア大学 准教授） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員准教授） 採用（ ～2013.12.31） 
 
2013.11.1 
Alexandr VILENSKIY（ロシア科学アカデミー研究所 教授） 
    ファイナンス研究部門 外国人研究員（客員教授） 採用（ ～2014.1.31） 
 
2013.12.9 
Yoon-Jae WHANG（ソウル国立大学 教授） 




土部 大章   「ソフトウェア産業における垂直統合政策の研究」（ ～2014.3.31） 
小林 拓磨   「中国における都市化の進展、産業移転」（2013.4.1～ ） 
山田 聰亮   「自然災害義援金の経済理論による分析」（2013.4.1～ ） 
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２－３ 予 算 
 
運営費交付金                            単位（千円） 
年 度 
項 目 
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
人 件 費 432,230 356,796 396,450 347,616 335,838 
物 件 費 138,084 114,298 117,939 96,535 93,277 
 
 
科学研究費補助金                         単位（百万円） 
年 度 
研究種目 
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
特別推進研究 件数 0／0 0／1 1／1 1／1 1／1 
 金額 0 0 57 73 108 
特定領域研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
新学術領域研究 件数 0／1 0／0 0／0 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
基盤研究 件数 11／11 11／11 11／11 10／12 10／11 
 金額 31 33 21 22 30 
萌芽的研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／1 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
若手研究 件数 2／2 2／2 1／1 1／2 1／3 
 金額 1 1 1 1 1 
計 件数 13／14 13／14 13／13 12／16 12／15 
 金額 32 34 79 96 139 







2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 
先端経済分析のインターフェイ
ス拠点の形成 







2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 
市場の高質化と市場インフラの総合的設計
（慶応義塾大学連携） 
103,038 79,260 64,303 66,071 
人間行動と社会経済のダイナミクス 
（大阪大学連携） 
19,097 14,690 14,400 15,500 







2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
民間等との共同研究 
件数 2 2 2 2 2 
金額 20 20 21 23 20 
寄 附 金 
件数 2 1 7 4 2 
金額 20 0.3 9 3 1 
受託研究費 
件数 4 4 4 4 5 
金額 29 34 18 25 22 
計 
件数 8 7 13 10 9 
金額 69 54.3 48 51 43 
22 




区 分 図 書 冊 数 雑 誌 種 類 数 
和 書 41,435 冊 2,737 種 
洋 書 40,239 冊 1,242 種 



















２－５ 敷地と建物 （2014年3月31日現在） 
 
敷 地  京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）         890㎡ 
建 物  鉄筋コンクリート４階建 （本館） 






























































































































【附属先端政策分析研究センター】Research Center for Advanced Policy Studies  
















































































を積極的に開催すると同時に、International Journal of Economic Theory, Pacific Economic Review, 

























【ＩＣＡＭ京都】 ICAM Kyoto Branch  
ICAM はサンタフェ研究所の David Pines 教授によって、カリフォルニア州立大学機構に 2002年 7
月に創設された複雑系研究所である。2005年 7月から、ICAM の京都支部を発足して、活動してい






































































Jens Südekum （U of Duisburg-Essen） 
Wen-Tai Hsu （Chinese U of Hong Kong） 













Yang Feng（Columbia University） 
モデル平均推定における統計的推測 
三野和雄 







氏 名 研 究 課 題  
今井 晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 連続時間契約モデルとコーポレート・ファイナンス 
照山 博司 雇用調整費用の形態と雇用変動 
溝端 佐登史 市場経済システムの多様性とコーポレート・ガバナンス 
矢野 誠 市場の質と市場での競争上公正性の研究 
柴田 章久 金融市場の不完全性とマクロ経済変動 
有賀 健 職業選択の理論と計量 
梶井 厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
西山 慶彦 ノンパラメトリックな同時方程式モデルにおける特定化の検定 
原 千秋 時間非整合性の公理化の拡張 
森 知也 都市システムの自己組織化に関する理論・実証分析枠組の構築 
関口 格 不完全情報・不完備情報の動学ゲームにおける情報獲得問題 
中嶋 智之 日本経済のマクロ分析 
奥井 亮 パネルデータを用いた動学分析 
三野 和雄 構造変化のマクロ動学分析 
岩佐 和道 非相似拡大的選好あるいは内生的時間選好のもとでのマクロ動学分析 
髙橋 修平 異質な個人が多数存在する経済における景気循環分析 
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科学研究費補助金  単位：千円 
研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
特別推進研究 23000001 矢野 誠 107,800 経済危機と社会インフラの複雑系分析 
基盤研究（A） 24243035 照山博司 10,600 
日本の雇用の非正規・正規間移行に関する 
実証的・実験的研究 
基盤研究（A） 25245046 原 千秋 4,200 取引費用が存在する金融市場の均衡分析 





〃 〃 700 〃 
基盤研究（C） 22530225 溝端佐登史 700 
ロシア多国籍企業の組織・戦略に関する実証
研究 
若手研究（B） 25780151 奥井 亮 900 
パネルデータを用いた個人間で異質な動学構
造の分析法 
基盤研究（C） 25380296 岩佐和道 800 
非相似拡大的選好と内政的選好による動学的
貿易理論の再構築 
基盤研究（C） 23530217 小佐野 広 700 
ノンリコース・ファイナンスの理論的合理性
と実証的インプリケーション 
基盤研究（C） 23530218 中嶋智之 970 リスクシェアリングのマクロ経済分析 
基盤研究（C） 23530220 三野和雄 1,680 構造変化のマクロ経済分析 
基盤研究（B） 
（補助金） 





〃 〃 1,519 〃 
基盤研究（B） 
（補助金） 





〃 〃 2,300 〃 
研究活動 
スタート支援 





24・5301 金原大植 600 外正的技術進歩を考慮した内正成長理論 
特別研究員 
奨励費 










25・2237 白井洸志 1,200 顕示選好理論による経済モデルの反証可能性 
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研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
特別研究員 
奨励費 





25・6130 岩澤政宗 500 
離散選択モデルのセミパラメトリック、ノン
パラメトリック推定と検定 
合計 144,369  
 
【参考資料】 2009年度～2013年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目 
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
交付件数（件） 14 13 13 13 12 





研究種目 課題番号 研究分担者名 分担金 研究課題名 
挑戦的萌芽研究 25590045 柴田章久 100 学術誌評価指標と日本の経済学研究の生産性 
基盤研究（B） 25280005 西山慶彦 150 
大規模で非定常な時系列・時空間データのモ
デル化とその推定・検定・予測法の研究 
基盤研究（B） 23330060 柴田章久 375 関係指向性と日本経済の長期パフォーマンス 
基盤研究（B） 〃 照山博司 375 〃 
基盤研究（B） 25285067 奥井 亮 500 
大規模パネル・データ・モデルの統計的分析
手法の開発とその実証研究 
基盤研究（A） 23243032 溝端佐登史 800 
比較移行経済論の確立：市場経済化 20年史の
メタ分析 
基盤研究（A） 25245031 小佐野 広 600 契約と組織の経済学 
基盤研究（B） 24330074 照山博司 1,000 所得・賃金格差再訪：事業所間格差の探求 
基盤研究（B） 23310032 今井晴雄 300 国際環境協定の下でのメカニズムの経済分析 
基盤研究（S） 24220003 関口 格 1,800 
持続可能な発展のための資源配分メカニズム
設計理論の構築 
基盤研究（A） 22240030 西山慶彦 400 
科学的政策決定のための統計数理基盤とその
有効性実証 
基盤研究（A） 25245052 小佐野 広 200 
企業の長期目標設定と持続的成長：経営財務
論からの考察 
合計 6,600  
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寄 附 金   （単位：千円） 
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
公益財団法人 




全国銀行学術研究振興財団 小佐野 広 980 
企業規模の変更と経営者交代に関する動
学的分析 
 1,176  
 
受託研究等   （単位：千円） 
委託者 担当教員名 受託金額 研究課題名 
みずほ銀行 鈴木 将覚 7,700 抜本的な税制改革に関する調査研究 
環境省 大森 恵子 8,583 
平成 25 年度市場活用型の地球温暖化防止政
策の効果把握に関する調査研究事業委託業務 










柴田 章久 1,300 
理論経済学分野にかかる学術研究動向に関す
る調査研究 
  22,365  
 
【参考資料】 2009年度～2013年度の寄附金、受託研究費等受入状況      （単位：百万円） 
年 度 
項 目 
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
民間等との共同研究 
件数 2 2 2 2 2 
金額 20 20 21 23 20 
寄  附  金 
件数 2 1 7 4 2 
金額 20 0.3 9 3 1 
受 託 研 究 費 
件数 4 4 4 4 5 
金額 29 34 17 25 22 
計 
件数 8 7 13 10 9 


















Selahattin  Imrohoroglu 
  南カリフォルニア大学 




Derving Information Bounds for Nonlinear Panel Data 






























A Citizen-Candidate Model with Sequential Entry ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 
13/5/17 
Hyeng Keun Koo 
亜洲大学校 
A Utility Model of Learning How to Consume Effectively 
プロジェクト研究 
主催研究会 
Jung Lim Koo 
アモイ大学 
Optimal Retirement and Portfolio Selection when Leisure is a 
Luxury 
13/5/17 
伊藤 亮  
名古屋市立大学 
History versus expectation revisited with small uncertainty 
都市経済学 
ワークショップ 
内藤 徹  
徳島大学 




Power Analysis for Factor Loading Structural Change Tests 





Doing economics and economic policy advice in a middle 


















































関根 篤史  
京都大学 
The Effects of Commodity Price Shocks and Systematic 









Foreign Direct Investment and Border Carbon Adjustments 
Economic Crisis and 
Market Quality 
Eric W. Bond 
ヴァンダービルド大学 
Learning by Doing and Fragmentation 
太田 塁 
千葉経済大学 
Food Safety and International Trade 
小松原 崇史 
京都大学経済研究所 












Serial Dictatorship with Infinitely Many Agents ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 
13/6/22 














Cities as networks: New models for economic agglomeration, 
land use and infrastructure management 
都市経済学 
ワークショップ 
森 知也  
京都大学経済研究所 





A nonparametric Bayesian approach for counterfactual 





















Within-Firm Across-Plant Heterogeneity: Some Facts from 
Mexico 
13/7/17 
井上 篤  
ノースカロライナ 
州立大学 




Stable Matching in Large Economies 
ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 Bruno Strulovici 
ノースウェスタン大学 




The Effect of Compensation Schemes on Working Efforts: 
An Experimental Examination 
契約理論研究会 
花薗  誠 
名古屋大学 














Asset Demand and Ambiguity Aversion 
13/7/26 
永田 修一  
同志社大学 
Finite Sample Bias and MSE of Fully Aggregated Estimator 




Internationalization of R&D and the development of 






Distributed and dynamic traffic congestion controls without 
requiring demand forecasting: Tradable network permits and 




Airport congestion pricing and airline network choices 
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A Numerical Analysis of Japan’s Fiscal Sustainability in a 







Set Identification of the Censored Quantile Regression Model 




Some People Never Learn, Rationally 
ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 Shino Takayama 
クイーンズランド大学 
Price Manipulation, Dynamic Informed Trading and Tame 





Do Siblings Free-Ride in ‘Being There’ for Parents? 
(Meliyanni Johar との共著) 計量経済学セミナー 
13/9/26 





























The chicken type and incompatible demands in bargaining 
ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 Han Ozsoylev 
オックスフォード大学 
Pricing endogenous liquidity and its risk 
13/10/19 
松田  康弘 
東北大学 
Providing Learning Incentives and the Use of a Multi-













寺地 祐介  
帝塚山大学 
























中嶋 智之  
京都大学経済研究所 









Polish economy in the EU 
マクロ経済学・ 
経済システム研究会 Olga Kupets 
キエフ 
モヒラアカデミー大学 
Labor market challenges of an aging and shrinking 




A Theory of Subjective Learning ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 
13/11/22 
水野 敬三  
関西学院大学 
Overusing bypass under asymmetric access regulation: the 
effect of strategic investment with 経済研究所研究会 
13/11/28 
Ronald A. Edwards 
淡江大学 






















相浦 洋志  
大分大学 
Unit tax versus ad valorem tax: A tax competition model with 
cross-border shopping 
13/12/4 













Nonparametric tests for the effect of the treatment on 
conditional variance 
13/12/5 
前川  淳 
東京大学 




















Corporate Governance in Russia: Modern Facade and 
Traditional Practice 
13/12/7 
平賀 一希  
東海大学 
Investigating the Effect of Fiscal Stimulus under Zero Lower 
Bound in Japan 
CAPS 研究会 













Market Quality and Innovation Policy 
Market-Quality 
Workshop 
高橋 悠也  
マンハイム大学 
Testing for Equilibrium Multiplicity in Dynamic Markov 
Games 
杉田 洋一  
ストックホルム商科大学 
Assortative Matching of Exporters and Importers 
本領 崇一  
マンハイム大学 
The Fukushima Nuclear Accident as an Informational Crisis: 
A Bayesian-Nash Approach 
宮本 弘暁  
国際大学 




Characteristics of small and medium-sized businesses in 



























Comparative Advantage of Cities 都市経済学 
ワークショップ 
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Which has stronger impacts on regional segregation: Benefits 
from industrial agglomeration or ethnicity clustering 都市経済学 



























Charles Ka Yui Leung 
香港城市大学 





金谷 太郎  
滋賀大学 
Optimal Subgrids for the Subsampling Cumulative 
Covariance Estimator 計量経済学セミナー 
14/2/13 
Maria Martin Rodriguez 
名古屋大学 





大石 尊之  
青森公立大学 
Axiomatic and Game-Theoretic Analysis of International Law 
and Water Problems Market-Quality 




沖本 竜義  
一橋大学 
Increasing Trends in the Excess Comovement of Commodity 
Prices 計量経済学セミナー 
14/2/20 
Krishnendu Ghosh Dastidar 
ジャワハルラール・ 
ネルー大学  










Processing trade, trade liberalization, and firm productivity 
マクロ経済学・ 
経済システム研究会 Xiaobo Zhang 
北京大学 















































Kornai's comparison of capitalism and socialism in a 






A New Perspective on School Choice with Consent ミクロ経済学・ 
ゲーム理論研究会 
14/3/27 










ワークショップ 中島 賢太郎 
東北大学 















ア ジ ア 33 18 32 16 
北 米 16 14 16 17 
中 南 米 1 1 3 0 
ヨ ー ロ ッ パ 13 21 29 22 
オ セ ア ニ ア 5 7 6 5 
中 東 0 1 2 0 
ア フ リ カ 0 2 1 2 
計 68 64 89 62 
 
海外渡航 
氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的  
髙橋 修平 4/2 ～ 4/8 イギリス 
Royal Economic Society の 2013Annual Conference 
に参加し、研究報告及び研究打合せ 
関口 格 4/7 ～ 6/13 アメリカ 
「経済戦略の動学ゲーム分析」に関する研究報告
及び共同研究 














梶井 厚志 5/22 ～ 5/29 オーストラリア 
School of Economics, University of Queensland にて
資料収集 





岩佐 和道 6/6 ～ 6/10 フランス 
International Conference に出席し、「動学的国際貿
易モデル」に関する情報収集。パリ第一大学で西
村和雄教授、Cuong Le Van 教授と研究打ち合わせ 
44 
氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的  
髙橋 修平 6/13 ～ 6/17 アメリカ 
The Econometric Society の North American Summer 
Meeting に参加し、資料・情報収集、研究報告 




中澤 正彦 6/30 ～ 7/10 フランス 
GPM Network Summer Workshop 2013 に参加し、情
報収集および意見交換 
三野 和雄 7/3 ～ 7/9 ポルトガル 
PET13 に参加し、「構造変化のマクロ経済分析」に
関する報告、発表および情報収集 
岩佐 和道 7/3 ～ 7/8 ポルトガル 
PET13 に参加し、「動学的国際貿易モデル」に関す
る情報収集 
梶井 厚志 7/7 ～ 7/13 シンガポール 情報の経済学に関する資料収集 
関口 格 7/7 ～ 7/14 アメリカ 
International Conference on Game Theory に出席し、
需要変動下の多市場接触に関する極限命題につい
ての研究報告と資料収集 
小松原崇史 7/9 ～ 7/13 オーストラリア 
Econometric Society Australian Meeting 2013
に参加し、経済危機と社会インフラの複雑系分析
に関する報告及び情報収集 
森 知也 7/11 ～ 7/26 シンガポール 
Wen-Tai Hsu 准教授と都市システム構造における
秩序形成に関する共同研究のための打ち合わせ 
岩佐 和道 8/1 ～ 8/5 シンガポール 
AME2013 に参加し、「動学的国際貿易モデル」に
関する報告・発表及び情報収集 
原 千秋 8/1 ～ 8/5 シンガポール 
ASIAN MEETING of the Econometric Society 2013
でセッション企画者として研究報告及び情報収集 
小松原 崇史 8/1 ～ 8/5 シンガポール 
AME2013 に参加し、経済危機と社会インフラの複
雑系分析に関する報告及び情報収集 
森 知也 8/2 ～ 8/4 シンガポール 
Asian Meeting of the Econometric Society 2013 に出
席し、輸送ハブの国際競争と経済厚生に関する研
究発表及び情報収集 
小佐野 広 8/16 ～ 8/26 シンガポール 
シンガポール国立大学経済学部およびビジネスス
クールにおいてファイナンスに係る資料収集 











氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的  






溝端 佐登史 9/2 ～ 9/6 ベトナム 
Vietnam Academy of Social Science にて Tentative 
Agenda of The International Conference に参加し、報
告及び情報資料収集、また National Economics 
University にて Dr. Nguyen Thi Ngoc Anh と共同研究
の打合せ 
今井 晴雄 9/3 ～ 9/8 
アゼルバイジ
ャン 
International Conference on Energy, Regional 
Integration and Socio-economic Development に参加、
発表し、国際環境協定の研究に関する情報及び資料
収集 
梶井 厚志 9/15 ～ 10/12 シンガポール 情報の経済学に関する資料収集 











佐分利 応貴 9/17 ～ 9/26 アメリカ 
Greenblatt 大統領補佐官、赤星日本大使館公使、
Deiglmeier 局長、JETRO SanFrancisco 岡田局長らと
ソーシャルイノベーションに関する取材および議
論 
岩佐 和道 10/16 ～ 10/21 
イタリア 
ドイツ 
Gaetano Bloise 教授（Department of Economics, 
University of RomeⅢ）と研究打合せ、Junior 
Economist Workshop on Migration Research に参加し、
動学的国際貿易モデルの研究に関する資料収集 
佐野 隆司 10/20 ～ 10/27 ドイツ 
International Symposium on Algorithmic Game 
Theory(SAGT)、AlgoSyn Fall School に参加し、取引
制度の分析および設計に係る資料収集 
関口 格 11/6 ～ 11/11 ポルトガル 
UECE Lisbon Meetings 2013 に出席し、経済危機と社
会インフラの複雑系分析に関する研究報告と資料
収集 
髙橋 修平 11/7 ～ 11/12 アメリカ 
Fall 2013 Midwest Macro Meeting に参加し、「景気循
環」に関する資料情報収集 
今井 晴雄 11/7 ～ 11/17 
ドイツ 
ポーランド 





森 知也 11/13 ～ 11/18 アメリカ 
60th Annual North American Meetings of the Regional 
Science Association International に出席し、経済集
積：その形成と秩序創発のメカニズム、および、政
策的含意に関する情報・資料収集 
岩佐 和道 11/17 ～ 11/20 
ドイツ 
ベルギー 





氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的  
梶井 厚志 11/18 ～ 11/24 中国 
Xiamen University 及び City University of Hong Kong
にて情報の経済学に関する資料収集 
原 千秋 11/20 ～ 11/24 スイス 
スイス連邦工科大学で行われる“Swiss-Kyoto 
Symposium”にて報告及び情報収集 
西山 慶彦 11/20 ～ 11/24 スイス 
スイス連邦工科大学で行われる“Swiss-Kyoto 
Symposium”にて報告及び情報収集 
中嶋 智之 11/20 ～ 11/24 スイス 
スイス連邦工科大学で行われる“Swiss-Kyoto 
Symposium”にて報告及び情報収集 
今井 晴雄 11/30 ～ 12/7 
オーストラリ
ア 
Adelaide で行われる MODSIM2013 に参加し、国際
環境協定の下でのメカニズムの経済分析に関する
論文発表・資料及び情報収集 
小佐野 広 12/6 ～ 12/9 台湾 
国立東華大学で行われる 7th Japan-Taiwan Contract 
Theory Conference に出席し、「契約と組織の経済学」
に関する情報収集 
岩佐 和道 12/16 ～ 12/21 カナダ 
SFU-NIESG Workshop on Globalization, International 
Trade, and Macroeconomic Dynamics に参加し、非相
似拡大的選好と内生的時間選好による動学的貿易
理論の再構築に関する資料収集 
矢野 誠 12/25 ～ 1/2 台湾 
Academia Sinica にて「市場の質」研究に関する情報、
資料収集 
関口 格 1/1 ～ 1/7 アメリカ 
ASSA 2014 Meetings に出席し、経済戦略のゲーム分
析に関する資料収集 
奥井 亮 1/2 ～ 1/7 アメリカ 




佐野 隆司 1/2 ～ 1/7 アメリカ 
ASSA Annual Meeting に参加し、取引制度の分析お
よび設計に係る資料収集 
今井 晴雄 1/2 ～ 1/13 アメリカ 








小佐野 広 1/8 ～ 1/17 シンガポール 
National University of Singapore にてコーポレート・
ガバナンスに係る資料収集 





溝端 佐登史 1/21 ～ 1/26 フランス 
singer-Polignac Foundation にて International 





氏 名 期 間 目 的 国 渡航目的  
梶井 厚志 2/15 ～ 2/22 シンガポール 
シンガポール経営大学にて、情報の経済学に関する
資料収集 
佐野 隆司 2/15 ～ 2/23 アメリカ 
イェシーバー大学の橋本理助教授と取引制度の分析
および設計に関する研究打合せ 





髙橋 修平 2/27 ～ 3/12 アメリカ 
オハイオ州立大学 Aubhik Khan 教授と「景気循環」
に関する研究打合せ 
中嶋 智之 3/5 ～ 3/23 アメリカ 
Federal Reserve Bank of Atlanta にて、「長期デフレの
解明」プロジェクトに関する研究打合せ及び資料収
集 






関口 格 3/20 ～ 3/25 アメリカ 
Midwest Economics Association Annual Meeting に出
席、「経済危機と社会インフラの複雑系分析」に関す
る研究発表とディスカッション 


















No.856 Mitsuo Inada （April 2013） 
“The Effects of Foreign Direct Investment on Industrial Growth: Evidence from a Regulation Change in 
China” 
 
No.857 Hideharu Funahashi and Masaaki Kijima （April 2013） 
“An Extension of the Chaos Expansion Approximation for the Pricing of Exotic Basket Options” 
 
No.858 Masaaki Kijima and Yuan Tian （April 2013） 
“Investment and capital structure decisions under time-inconsistent preferences” 
 
No.859 Robert J. Elliott and Katsumasa Nishide （April 2013） 
“Pricing of Discount Bonds with a Markov Switching Regime” 
 
No.860 Katsumasa Nishide and Kyoko Yagi （April 2013） 
“Competition and the Bad News Principle in a Real Options Framework” 
 
No.861 Makoto Goto, Katsumasa Nishide and Ryuta Takashima （April 2013） 
“Irreversible Investment under Competition with a Markov Switching Regime” 
 
No.862 Chiaki Hara （April 2013） 
“Asset Prices, Trading Volumes, and Investor Welfare in Markets with Transaction Costs” 
 
No.863 Keiichi Hori and Hiroshi Osano （May 2013） 
“Managerial Incentives and the Role of Advisors in the Continuous-Time Agency Model” 
 
No.864 Victor Gorshkov （May 2013） 
“Inward entry of Japanese banks into the Russian market” 
 
No.865 Michael McAleer, Felix Chan and Les Oxley （May 2013） 
“Modelling and Simulation: An Overview” 
 
No.866 David E. Allen, Michael McAleer, Robert J. Powell and Abhay K. Singh （May 2013） 
“Nonparametric Multiple Change Point Analysis of the Global Financial Crisis” 
 
No.867 Ryuhei Wakasugi and Ayumu Tanaka （June 2013） 
“Recovery from the Mega-quake in Japan: Evidence from Manufacturing Firms” 
 
No.868 Károly Attila SOÓS （June 2013） 
“The Role of Intra-Industry Trade in the Industrial Upgrading of the 10 CEECs New Members of the 
European Union” 
 
No.869 Michael McAleer, John Suen and Wing Keung Wong （June 2013） 
“Profiteering from the Dot-com Bubble, Sub-Prime Crisis and Asian Financial Crisis” 
 
No.870 Massimiliano Caporin and Michael McAleer （June 2013） 
“Ten Things You Should Know About the Dynamic Conditional Correlation Representation” 
 
No.871 Takao Asano and Hiroyuki Kojima （June 2013） 
“Modularity and Monotonicity of Games” 
 
No.872 Chia-Lin Chang, David E. Allen, Michael McAleer and Teodosio Pérez Amaral （June 2013） 




No.873 Michael McAleer and Kim Radalj （July 2013） 
“Herding, Information Cascades and Volatility Spillovers in Futures Markets” 
 
No.874 Yosuke Furukawa and Hiroki Toyoda （July 2013） 
“Job polarization and jobless recoveries in Japan: Evidence from 1984 to 2010” 
 
No.875 Masaaki Suzuki （July 2013） 
“Corporate Effective Tax Rates in Asian Countries (Revised: August 2013)” 
 
No.876 Keiichiro Kobayashi and Tomoyuki Nakajima （August 2013） 
“A macroeconomic model of liquidity crises (Revised: March 2014)” 
 
No.877 Akitoshi Muramoto （September 2013） 
“Strategic Determination of Renegotiation Costs” 
 
No.878 Takao Asano and Hiroyuki Kojima （September 2013） 
“An Axiomatization of Choquet Expected Utility with Cominimum Independence” 
 
No.879 Yoon-Jin Lee, Ryo Okui and Mototsugu Shintani （October 2013） 
“Asymptotic Inference for Dynamic Panel Estimators of In nite Order Autoregressive Processes” 
 
No.880 Taketo Kawagishi and Kazuo Mino （November 2013） 
“Time Preference and Income Convergence in a Dynamic Heckscher-Ohlin Model” 
 
No.881 Yue ZHAO （December 2013） 
“Role of Financial and Productivity Shocks in the US and Japan: A Two-Country Economy” 
 
No.882 Wen-Tai Hsu, Tomoya Mori and Tony E. Smith （January 2014） 
“Spatial Patterns and Size Distributions of Cities” 
 
No.883 Sébastien Lechevalier, Cyrille Dossougoin, Christophe Hurlin and Satoko Takaoka （January 2014） 
“How did the Japanese Employment System Change? Investigating the Heterogeneity of Downsizing 
Practices across Firms” 
 
No.884 Real Arai, Takuma Kunieda and Keigo Nishida （January 2014） 
“Is Public Debt Growth-Enhancing or Growth-Reducing?” 
 
No.885 Hirokazu Mizobata （January 2014） 
“Differing factor adjustment costs across industries:Evidence from Japan” 
 
No.886 Haruo Iwakura （January 2014） 
“Deriving the Information Bounds for Nonlinear Panel Data Models with Fixed Effects” 
 
No.887 Haruo Iwakura and Ryo Okui （February 2014） 
“Asymptotic Efficiency in Factor Models and Dynamic Panel Data Models” 
 
No.888 Kazumi Hori （February 2014） 
“Contracting for Multiple Goods under Asymmetric Information: The Two-goods Case” 
 
No.889 SOKBAE LEE, KYUNGCHUL SONG, AND YOON-JAE WHANG （February 2014） 
“TESTING FOR A GENERAL CLASS OF FUNCTIONAL INEQUALITIES” 
 
No.890  Takayuki Oishi and Shin Sakaue （March 2014） 
“A Microeconomic Analysis toward Building Liability Law in the Post-Earthquake Era” 
 
No.891  Daisuke Amano, Jun-ichi Itaya and Kazuo Mino （March 2014） 
“Trade Structure and Growth Effects of Taxation in a Two-Country World” 
 
No.892  Akifumi Ishihara and Shintaro Miura （March 2014） 







No.1301 北條雅一 （2013年 4月） 
数学学習の男女差に関する日米比較 
 
No.1302 行本雅・村上佳世・丸山達也 （2013年 4月） 
消費者政策と資源管理問題 
 
No.1303 大井方子 （2013年 5月） 
進学率の地域格差に関する研究：都道府県データを用いて 
 




No.1305 中川雅央・大森恵子・栗田郁真・村上佳世 （2013年 6月） 
家庭部門における価格帯別省エネルギー機器・設備の導入促進のための経済的手法の効果分                                              
析 
 












蜂須賀圭史・増田知子 （2013年 7月） 
家計の税・保険料負担：『全国消費実態調査』『家計調査』『国民生活基礎調査』の比較 
 
No.1310 佐藤正弘・和氣未奈 （2013年 8月） 
国連環境・経済統合勘定（SEEA）における生態系勘定の動向と課題 
 
No.1311 溝端佐登史・堀江典生 （2013年 8月） 
市場経済移行と経路依存性－体系的レビューの試み 
 
No.1312 中澤正彦・松田和也・米田泰隆・菊田和晃 （2013年 12月） 
国民生活基礎調査の個票データによる所得税収変動要因等の定量的分析 
 
No.1313 中澤正彦・影山昇・鳥羽建・高村誠 （2014年 1月） 
年金財政と支給開始年齢等に関する定量的分析 
 








日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2011年 
9月 8日～ 








































 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
修士課程 22人 21人 28人 29人 
博士課程 28人 33人 40人 26人 
計 50人 54人 68人 55人 
   ※主たる指導教員として受入れている学生数 
 
４－３ 研究生受入状況 
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
0人 2人 2人 1人 
 
４－４ ポスト･ドクター（ＰＤ）受入状況 
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
16人 12人 15人 17人 
   ※日本学術振興会（外国人）特別研究員、非常勤研究員、外国人共同研究者を含む 
 
４－５ 日本学術振興会外国人特別研究員受入状況 
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 
















ア ジ ア 12 13 11 35 
北 米 14 15 25 22 
中 南 米 0 0 0 2 
ヨ ー ロ ッ パ 19 18 19 22 
オ セ ア ニ ア 4 1 4 1 
中 東 2 3 1 2 
ア フ リ カ 0 0 0 0 
計 51 50 60 84 
（日本国籍の者は除く） 





（滞在目的） 到着 出発 
Giulio Seccia 
  サウザンプトン大学 
准教授 12/7/15 13/7/14 
Analysis on the impact of strategic defaults on 
financial market equilibrium 
Sébastien LECHEVALIER  
社会科学高等研究院（EHESS） 准教授 13/4/1 13/9/30 
The International Side of deindustrialization and 
its consequences on labor market dynamics 
Mc Lennan, Andrew Martin 
  School of Economcs, University of 
Queensland 
Professor 13/4/1 13/12/31 "Dynamic Analysis of Price Manipulation in Continuous-time Models" 
Takayama Shino 
  School of Economcs, University of 
Queensland 
Research Fellow 13/4/1 13/12/31 "Analysis of Market Price Manipulation in Stock 
Markets" 
Li, Haitao 
Stephen M.Ross School of Business, 
University of Michigan Ann Arbor 
Professor 13/4/2 13/4/2 "Pricing Sovereign Credit Default Swaps with Credit Ratings" 
Neumeyer, Pablo Andrés 
  Department of Economics, Universidad 
Torcuato di Tella 
Professor of 
Economics 




Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality, Trade and Dynamics and 
working jointly with mjmbers on Market Quality 
Research Project. 
Rosendorff, Peter C 






Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality, Trade and Dynamics and 
working jointly with mjmbers on Market Quality 
Research Project. 
Dastidar, Krishnendu Ghosh 
School of Social Sciences, Centre for 
Economic Studies and Planning, 





Purpose of attending the International Conference 







（滞在目的） 到着 出発 
Majumdar, Mukul 





Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality, Trade and Dynamics and 
working jointly with mjmbers on Market Quality 
Research Project. 
Yannelis, Nicholas C 
Department of Economics,  
The University of Iowa 
Research Professor 
of Economics 13/4/8 13/4/9 
Purpose of attending the International Conference 
on Market Quality, Trade and Dynamics 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 





University of Southen California Professor 13/4/11 13/4/11 Fiscal problems in Japan 
Koo, Hyeng Keun 
School of Business Administration, 
Ajou University 
Professor 13/5/15 13/5/20 A Utility Model of Learning How to Consume 
Effectively 
Koo, Jung Lim 
Xiamen University Doctorate student 
13/5/16 13/5/19 
Optimal Retirement and Portfolio Selection when 
Leisure is a Luxury 
Cheng, Harrison 
Department of Economics 




Purpose of working jointly with members on 
Market Quality Research Project 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 
Associate Professor 13/5/23 13/5/24 経済危機における情報伝達のメカニズムについ
て 
Fazekas, Karoly 
Hungarian Academy of Sciences 
Director, senior 
research fellow 13/5/30 13/5/30 
Doing economics and economic policy advice in a 
middle income trap economy in Europe 
Sternsdorff Cisterna, Nicolas 
  Harvard University Ph.D 13/6/17 13/6/18 Searching for Safe Food in Post-Fukushima Japan 
Bond, Eric W 
Venderbilt University Professor 13/6/17 13/6/18 Learning by Doing and Fragmentation 
加藤 五郎 
California Polytechnic State University Professor 13/6/19 13/6/21 
Purpose of Working jointly with professor 
Nishimura on the complex economic systems. 
Strulovici, Bruno 
Department of Economics, 
Northwestern University 
Assistant Professor 13/6/22 13/9/22 Comparative Statics, Renegotiation, and Strategic 
Foundations 
Bettencourt, Luis Almeida 
Santa Fe Institute Professor 13/6/24 13/7/1 
Purpose of Working jointly with professor 
Nishimura on the complex economic systems. 
手島 健介 
Instituto Tecnologico Autonomo de 
Mexico 
Assistant Professor 13/6/27 13/7/12 柴田教授と「経済危機と社旗インフラの複雑系
分析」についての研究打合わせ 
國枝 卓真 










（滞在目的） 到着 出発 
Guarino, Antonio 




13/7/3 13/7/8 Social Learning: Theory and Experiments 
Inoue Atushi 
North Carolina State University Professor 13/7/17 13/7/18 Quasi Bayesian Model Selection 
Kojima Fuhito 
Department of Economics,  
Stanford University 
Associate 
Professor 13/7/19 13/7/19 
Stable Matcing in Large Economies  
(joint with Yeon-Koo Che and Jinwoo Kim) 
粟屋 祐 
The Pennsylvania State University 





Department of Geography and 
Geology, University of Nebraska at 
Omaha 
Professor 13/8/9 13/8/9 Internationalization of R＆D and the development 
of automotive R＆D in East-Central Europe 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 
Associate 




Nasional University of Singapore 
Department of Economics 
Assistant Professor 13/9/9 13/9/11 Set Identi Cation of the Censored Quantile 
Regression 
Maruyama Shiko 
The University of New South Wales 
Australian School of Business 
Research Fellow 13/9/16 13/9/23 Do Sidlings Free-Ride in ‘Being There’ for 
Parents？ 
Cheng, Harrison 
Department of Economics 





Mechanism design and the resale effect on the 
design of auctions. 
國枝 卓真 




University of Oxford Eagle House Lecturer 13/10/11 13/1017 “Pricing endogenous liquidity and its risk” 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 
Associate 




Santa Fe Institute 
Professor Science 
Board Emeritus 13/10/19 13/10/28 
Purpose of Attending the International Conference 
on Science of Complexity and Science Education 
in Kyoto and Working jointly with Members on 
Market Quality 
Greene, Laura 
University of Illinois at 
Urdana-Champaign 
Professor 13/10/19 13/10/23 
Purpose of Attending the International Conference 
on Science of Complexity and Science Education 
in Kyoto 
Storksdieck, Martin 
National Academy of Sciences Professor Director 13/10/19 13/10/24 
Purpose of Attending the International Conference 








（滞在目的） 到着 出発 
Alpar, Ali 
Sabanci University Professor 13/10/19 13/10/24 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Sievert, Patricia 
Northern Illinois University Professor Director 13/10/19 13/10/24 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Hammer, Philip 
American Institute of Physucs 
Associate Vice 
President 13/10/19 13/10/24 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Rouan, Daniel 
Academie des Sciences 
Professor Director 13/10/20 13/10/23 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Ding Hong 
Institute of Physics,CAS Professor 13/10/20 13/10/23 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Qing Jenny Ye 
International School of Beijing Board of Trustees 13/10/20 13/10/23 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Chung Jean S. 
Chungbuk National University Professor 13/10/20 13/10/23 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
You Chun-Yeol 
Dept.of Phys., Inha University Professor 13/10/20 13/10/23 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Wu Maw Kuen 
Don Hwa University President 13/10/20 13/10/22 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Ng Tai Kai 
University of Science and Technology President 13/10/20 13/10/24 
Purpose of Attending the International 
Conference on Science of Complexity and 
Science Education in Kyoto 
Vilenskiy, Alexandr 
Russian Academy of Sciences Professor 13/11/1 14/1/31 
”Comparative Analysis of Enterprises in Market 
Transition” 
Kupets, Olga 
National University of “Kyiv-Mohyla 
Academy” Department of Economics 
Associate 
Professor 13/11/10 13/11/13 
”Ladoe Market Challenges of an aging and 
Shrinking Population in Ukraine” 
Bienkowski, Wojciech 
Lazarski University the Faculty of 
Economics and Management 
Professor 13/11/11 13/11/11 ”Ladoe Market Challenges of an aging and 
Shrinking Population in Ukraine” 
Ikefuji Masako 
University of Southern Denmark 
Associate 








（滞在目的） 到着 出発 
Edwards, Ronald A. 
Tamkang University Professor 13/11/28 13/11/28 Economic Revolution：Song China and England 
Braun, Richerd Anton 
Federal Reserve Bank of Atlata 
Research 
Economist 13/12/4 13/12/8 Fiscal problems in Japan 
Ledeneva, Alena V. 
The University College London
（UCL）Politics and Society 
Professor 13/12/6 13/12/6 Sistema, Power Networks and Informal Governance 
Shekshnia, Stanislav 
INSEAD Entrepreneurship and Family 
Enterprise Bpulevard de Constance 
Affiliate Professor 13/12/6 13/12/6 Corporate Governance in Russia：Modern Façade 
and Traditional Practice 
Whang, Yoon Jae 
Department of Economics,  
Seoul National University 
Professor 13/12/9 14/3/8 “Test for Stochastic Dominance” 
Clarke, Simon 
Department of Sociology,  
University of Warwick 
Emeritus Professor 13/12/11 13/12/18 Labour motivation and the labour market in a 
soviet-type 
Deen, Richard 
Temple University Professor 13/12/12 13/12/17 
Financialization and Institutional Change in 
Capitalisms A Comparison of the US and 
Germany. 
Nguyen Anh Thi Ngoc 
National Economic University Lecturer 13/12/13 13/12/19 
SOCIAL CAPITAL AND MOTIVATION IN 
THE ENTERPRISE 
Babos, Pavol 
Slovak Academy of Sciences Junior 13/12/13 13/12/13 
Variety of Labor Markets Within the Varieties of 
Capitalis in Central and Eastern Europe 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 
Associate 





Department of Sociology,  
University of Warwick 
Professor 13/12/14 13/12/19 The Rise and Fall of Complementarity and National Institutional Order 
金谷 信 











Graduate student 13/12/25 14/1/15 「経済危機と社会インフラの複雑系分析」に
関しての研究、情報資料収集、研究打合せ 
國枝 卓真 













（滞在目的） 到着 出発 
Rohde, Kirsten I.M. 
  Eramus Schoool of Economics, 
Erasmus University 
Endowed 
Professor 14/1/13 14/1/19 "Measurrring Decreasing Impatience″ 
國枝 卓真 











Economics,University of British 
Columbia 
Affiliate Professor 14/2/17 14/2/22 
"Testing Independence against Network 
Dependence″ 
"A Statistical Test for economic Inequalities And 
Its Applications（Yoon-Jae Whang）" 
LEE Sokbae 
 Department of Economics,  
Seoul National University 
Professor 14/2/17 14/2/22 
"Testing Independence against Network 
Dependence″ 
"A Statistical Test for economic Inequalities And 
Its Applications（Yoon-Jae Whang）" 
Min Wang 
China Center for Economic Research, 
Peking University 






China Center for Economic Research,  
Peking University 
Associate 






China Center for Economic Research,  
Peking University 






China Center for Economic Research,  
Peking University 
Associate 






China Center for Economic Research,  
Peking University 










































（滞在目的） 到着 出発 
Zhu Shenghao 
National University of Singapore 
Assistant 




Ho Kong Weng 
National University of Singapore 
Associate 





Department of Economics,  
Seoul National University 
Assistant 





Department of Economics,  
Seoul National University 





Center for Economic Catch-up,  
Seoul National University 










Department of Economics,  
Seoul National University 




Kuzmics, Christoph Alexander 
  Institute of Mathematical Economics
（IMW）, Bielefeld University 
Professor 14/3/2 14/3/23 "A rational ambiguity averse person will never displayher ambiguity aversion" 
Round, John 
  National Research University-Higher 
School of Economics 
Assistant 
Professor 14/3/3 14/3/8 
″Informal Economic Activity and Work  
Motivuation in Russia" 
本領 崇一 
Department of Economics,  
University of Manheim 
Associate 





Faculty of Economic Science, 
University of Warsaw 
Assistant 
Professor 14/3/5 14/3/6 
"Budgetary Tension and Privatization-The 
Effects on Firm Performance 
Tyrowicz, Joanna 
  Faculty of Economic Science, 
University of Warsaw 
Assistant 
Professor 14/3/5 14/3/6 
"Budgetary Tension and Privatization-The 
Effects on Firm Performance 
Rosefiede, Steven 
  The University of North Carolina at 
Chapel Hill Department of Economics 
Professor 14/3/10 14/3/13 "Secular Crisis：The Mundell-Fleming Trilemma 
and EU De-Legitimation 
Ronald W. Jones 
  Economics Department,  
University of Rochester 
Xerox Professor 










（滞在目的） 到着 出発 
Jingyi Xue 
  Singapore Management University 













Department of Mathematics, 
University of Padua 
Assistant 
Professor 14/3/20 14/3/30 
"An Application to credit risk of a hybrid Monte 
Carlo-optimal quantization method" 
Tang, Qianfeng 
School of Economics,Shanghai 
University of Finance and Economics 
Assistant 
Professor 14/3/24 14/3/26 
A New Perspective on School Choice with 
Consente 
Chavance, Bernard 
University Paris 7 
Emeritus 
Professor 14/3/24 14/3/30 
"Kornai's comparrison of capitalism and 
socialism in a "system paradigm"Perspective" 
Rahi, Rohit 
London School of Economics and 
Political Science 
Assistant 
Professor 14/3/24 14/3/30 
"Information aggregation in a competitive  
Economy" 
Xunyu Zhou 
  Mathematical Institute,  
University of Oxford 
Nomura 
















"Information percolation in over the counter 
markets" 
Xue Cui 
  Graduate School of Social Sciences, 
Tokyo Metropolitan University 
Phd student 14/3/28 14/3/29 "portfolio Selection and Asset Pricing in 
Financial Markets" 
Chung Tsz Kin 
  Graduate School of Social Sciences, 
Tokyo Metropolitan University 
Phd student 14/3/28 14/3/29 "portfolio Selection and Asset Pricing in 
Financial Markets" 
Yuri Kavanov 
  University of Franche-Comete Professor 14/3/28 14/3/29 
"localmartingale and supermartingale numeraire 
portfolio" 
上田 淳二 
  IMF（国際通貨基金） 






Department of Financial Engineering, 
Ajou University 
Distinguished 
Professor 14/3/28 14/3/30 
"Information asymmetry, talent competition, and 






































SSK International Workshop in Kyoto ウェスティン都ホテル京都 
2014年2月27日 
AEI-Five Joint Workshop on Economic Issues in the Asian Century ウェスティン都ホテル京都 
2014年2月28日 











氏 名 役 職 
大森 恵子 京都府環境審議会委員 
佐藤 正弘 京都市市民活動総合センタースモールオフィス選定委員会委員 
鈴木 将覚 奈良県税制調査会委員 
佐分利 応貴 厚生労働省職業安定局 地域雇用開発支援ワーキングチーム委員 




















  日時：2013年9月14日（土）13：30～18：00 
  場所：京都大学基礎物理学研究所 湯川記念館パナソニック国際交流ホール 
  共催：京都大学経済研究所、京都大学統合複雑系科学国際研究ユニット、国際教育学会（ISE）、 
     特別推進研究「経済危機と社会インフラの複雑系分析」、同志社大学創造経済研究センター 
第一部：「効果的な学習」 
     村瀬 雅俊（京都大学基礎物理学研究所准教授） 
     中林 眞佐男（千里金蘭大学・生涯学習センター非常勤講師） 
     奥村 聡（一般社団法人ＣＣＣプロジェクト代表理事） 
     平塚 儒子（帝塚山学院大学人間科学部教授） 
     須原 秀和（須原英数教室塾長） 
     川越 栄子（神戸女学院大学教授） 




     若井田 正文（東京農業大学、前世田谷区教育委員会教育長） 
     中村 多美子（弁護士） 
     西村 和雄（国際教育学会会長） 
第三部：パネル・ディスカッション「企業にとっての４つのモラルの重要性」 
    モデレーター：八木 匡（同志社大学経済学部教授） 
    パネリスト：野崎 晃平（株式会社豊田自動織機常務執行役員） 
          渕上 智信（株式会社ガイアシステム代表取締役会長） 
          高田 誠（株式会社朝日サステイナビリティ・マネジメント代表取締役社長） 




  日時：2013年10月30日（水）13：00～17：00 
  場所：京都大学百周年時計台記念館２階 国際交流ホール 
  共催：金融庁金融研究センター、京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター、 
大阪大学社会経済研究所 
 基調講演「地域金融の現状・課題とその方向性」 
     小野 尚（金融庁監督局参事官） 
 論文発表（モデレーター：吉野 直行（慶應義塾大学経済学部教授、金融庁金融研究センター長）） 
   「裁量的政策の貸出行動への影響」 
     発表者：佐々木 百合（明治学院大学経済学部教授） 
     討論者：小川 一夫（大阪大学社会経済研究所長） 
   「地域金融機関の意思決定構造とソフト情報の活用」 
     発表者：渡部 和孝（慶應義塾大学商学部教授） 
     討論者：内田 浩史（神戸大学大学院経営学研究科教授） 
 パネル・ディスカッション「金融システムの安定性と金融業の競争」 
    モデレーター：吉野 直行（慶應義塾大学経済学部教授、金融庁金融研究センター長） 
パネリスト：大同 一生（京都銀行専務取締役） 
          梶田 益男（大阪東信用金庫理事長） 
    筒井 義郎（大阪大学大学院経済学研究科教授） 
          小倉 義明（早稲田大学政治経済学部准教授） 





  日時：2014年2月7日（金）14：00～17：30 
  場所：京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール 
64 
  主催：京都大学経済研究所附属先端政策研究センター(CAPS) 
  共催：独立行政法人 経済産業研究所 
 基調講演「ソーシャルイノベーションと日本の将来」 
     大西 隆（日本学術会議議長・東京大学名誉教授・慶應義塾大学特別招聘教授） 
 問題提起「ソーシャルイノベーションのビジネスモデルとは」 
     佐分利 応貴（京都大学経済研究所附属先端政策研究センター准教授／ 
独立行政法人経済産業研究所コンサルティングフェロー） 
 パネルディスカッション 
   コーディネーター：佐分利 応貴（京都大学経済研究所附属先端政策研究センター准教授） 
   パネリスト：大室 悦賀（京都産業大学経営学部准教授） 
         田畑 真理（大阪ガス株式会社人事部ダイバーシティ推進チームマネージャー） 
         広石 拓司（文京区ソーシャルイノベーション・プラットフォーム事務局） 






  日時：2014年 2月 15日（土）13：30～17：20 




     矢野 誠（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター長・教授） 
 基調講演 
  （１）「高齢化社会と年金、医療～素朴な試算」 
     中澤 正彦（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
  （２）「世界でもっともイノベーションに適した国を目指して」 
     倉持 隆雄（内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）） 
  （３）「豊かな社会を支える政策運営と政府のガバナンス」 
     浜野 潤（（株）電通顧問、元内閣府事務次官） 
 パネル討論「日本の課題と経済運営・政策の在り方」 
     司会：佐藤 正弘（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
     パネリスト：浜野 潤（（株）電通顧問、元内閣府事務次官） 
           倉持 隆雄（内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）） 
           出井 文男（神戸大学大学院経営学研究科教授） 
           矢野 誠（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター長・教授） 





  日時：2014年 3月 8日（土）13：00～17：15 




  （１）「隠れた教育カリキュラムと経済的価値観」 
     大竹 文雄（大阪大学理事・副学長、社会経済研究所教授） 
  （２）「日本経済における中小企業政策」 
     後藤 康雄（三菱総研チーフエコノミスト） 
 研究報告 
  「政策のイノベーション～ モデルと指標に基づく社会の処方箋とは」 
     佐分利 応貴（京都大学経済研究所附属先端政策研究センター准教授） 
  「デフレーションと経済政策の役割」 
     中澤 正彦（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
  「どのような法人税改革が必要か」 
     鈴木 将覚（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
  「気候変動と巨大人口の時代における新たな水利用の在り方」 
     佐藤 正弘（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター准教授） 
  「家庭向け低炭素機器普及のための環境経済政策」 





  日時：2014年 3月 29日（土）13：30～17：00 




     矢野 誠（京都大学経済研究所附属先端政策分析研究センター長・教授） 
 基調講演（１）「IMFの役割 ― 財政に関するサーベイランス」 
     上田 淳二（国際通貨基金(IMF)財政局審議役） 
 基調講演（２）「構造改革の世界的潮流 ― OECDによる構造政策勧告」 
     八代 尚光（経済協力開発機構(OECD)経済総局構造監査課エコノミスト） 
 研究報告 
  「国際機関の調査・分析の活用 ユーザーの立場から」 














際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation : Global Environmental Problem” 、6月には
国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory : Stability, Bifurcations and Indeterminacy” 、更に、
2000年 6月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”、2001
年 6月には“Interdisciplinary Symposium on the Sciences of Complexity” を開催している。また研究活動



















































































ても、Econometrica、Journal of Economic Theory、Review of Economic Studies、Economic Theory、
International Economic Review、Research Policy などの国際的専門誌に掲載されている。 
以上の点を、国際的専門誌への論文掲載数および論文・著書被引用数によって具体的に示すと、以下
のようになる。まず、論文掲載数については、経済学のいずれの分野においても重要だとみなされてい
る上位 6誌の総合的学術誌（Econometrica、American Economic Review、Journal of Political Economy、










 上位 6誌掲載論文数 
京都大学経済研究所 57 
他 4附置研究所合計 31 
 論文・著書被引用数 
京都大学経済研究所 2167 


















ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 32 31 32 28 
計量経済学セミナー 9 13 16 12 
経済研究所研究会 5 5 2 2 
COE 研究会 1 3 4 ― 
契約理論研究会 2 3 2 2 
都市経済学ワークショップ 11 10 7 11 
先端政策分析研究会 6 2 2 5 
マクロ経済学･経済システム研究会 16 13 13 14 
共同利用・共同研究拠点研究会 4 4 3 6 
特別推進研究 研究会 ― ― 13 6 
その他 2 4 4 0 




2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 













アジア 11 12 11 35 
北米 11 15 25 20 
中南米 0 0 0 2 
ヨーロッパ 15 15 16 19 
オセアニア 4 1 4 0 
中東 2 3 1 2 
アフリカ 0 0 0 0 




2009年度 2010年度 2011年度 2012年 2013年 
4件 12件 6件 8件 13件 
 
３－３ 若手研究者（PD）の受入 
2009年度 2010年度 2011年度 2012年 2013年 




所 長 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・・・・ 176 




教 授 照 山 博 司 ・・・・・・・・・・・・・ 148 
教 授 小佐野   広 ・・・・・・・・・・・・・ 96 




教 授 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・・・・ 176 
教 授 原   千 秋 ・・・・・・・・・・・・・ 167 




教 授 今 井 晴 雄 ・・・・・・・・・・・・・ 79 
教 授 関 口   格 ・・・・・・・・・・・・・ 141 
教 授 有 賀   健 ・・・・・・・・・・・・・ 73 
教 授 梶 井 厚 志 ・・・・・・・・・・・・・ 103 




教 授 柴 田 章 久 ・・・・・・・・・・・・・ 132 
教 授 矢 野   誠 ・・・・・・・・・・・・・ 215 




教 授 中 嶋 智 之 ・・・・・・・・・・・・・ 160 
教 授 森   知 也 ・・・・・・・・・・・・・ 210 
教 授 新後閑   禎 ・・・・・・・・・・・・・ 129 




教 授 大 森 恵 子 ・・・・・・・・・・・・・ 85 
准教授 中 澤 正 彦 ・・・・・・・・・・・・・ 155 
准教授 佐分利 応 貴 ・・・・・・・・・・・・・ 125 
准教授 鈴 木 将 覚 ・・・・・・・・・・・・・ 137 




特定講師 小松原 崇 史 ・・・・・・・・・・・・・ 111 
 



























2 "How do high school graduates in Japan compete for regular, full time jobs? An empirical analysis
 based upon an internet survey of the youth," （with Fumio Ohtake, Masako Kurosawa, and Masaru






"Organization adjustments, job training and productivity : Evidence from Japanese automobile maker,"
 （with Fumio Ohtake, Masko Kurosawa, Shoko Yamane, and Masaru Sasaki）,




















"Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," （with G. Brunello and
 Y. Ohkusa） Journal of the Japanese and International Economies  11（3） : 347-384, 1997
"Earnings and Seniority in Japan : A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison with U.K."
 （with G. Brunello and Y. Ohkusa） Labor Economics  4 : 47-69, 1997
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し、その内容は、Journal of Banking and Finance 等に発表されました。また、その後、成立した新
しいメインバンク・システムに関する内容に関しては、2011年にJournal of the Japanese and 
International Economy 等で論文を発表しています。また，リーマンショックに端を発する金融危機と
証券化および金融機関の関係については，2012年にJournal of Financial Intermediationにおいて，
論文を発表しています。さらに，最近発展している連続時間エージェンシーモデルを使って，経営者報
酬や投資決定の問題を分析していて，それらは，2013年以降，Review of Financial Studies, Journal 
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3月20日　シンガポール国立大学経済学部
"Longshot bias in pari mutuel markets : an evolutionary explanation"
11月19日　厦門大学経済学部
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
5月18日　東京工業大学ゲーム理論セミナー
"A General English Auction for Multiple Objects with Partial Information: The Case of Unit Demand"
11月25－26日　南京大学　中華人民共和国
"Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets"
3月22日　シンガポール経営大学経済学部
"Optimal taxation and constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with incomplete markets"
2012年
1月16日　大阪府立大学　理論・計量経済学セミナー
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
4月14日　Carlos III University （マドリッド・スペイン）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
5月17－18日　Ajou University 大韓民国




2月20日－21日　Ajou University 大韓民国     "Introduction to Bayesian games"
1月25日　一橋大学 経済理論ワークショップ
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
2月14日　Australian Economic Theory Workshop（AETW2013） at University of Queensland
（ブリスベン・オーストラリア）
"Approximate robustness of equilibrium to incomplete information"
7月13日　慶應義塾大学公共経済学セミナー
"Longshot bias in parimutuel markets: an evolutionary explanation"
8月17日　The World Congress of the Econometric Society, （上海・中華人民共和国）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月27－28日　Ajou University 大韓民国





"Optimal taxation and constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with incomplete markets"
5月19日　立命館大学経済学部研究推進プロジェクトセミナー
"A General English Auction for Multiple Objects with Partial Information : The Case of Unit Demand"
4月30日　Bocconi大学経済学部






"Complete Hypergraphs : Applications to Decision Theory and Game Theory"
5月13日　European University Institute （フィレンツェ、イタリア）
"Sunspot Equilibria in a Production Economy : do rational animal spirits cause overproduction?"
12月1日　シンガポール国立大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
4月12日　延世大学（Yonsei University）
ゲーム理論国際ワークショップ "Coextrema Additive Operators"
7月18日　Far East and South Asian Meeting of the Econometric Society 2008　 招待講演
 "Complete Hypergraphs : Applications to Decision Theory and Game Theory"
1月7日　School of International Trade and Economics（SITE）, of University of International
Business and Economics（UIBE）（北京・中華人民共和国）
"Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics"
11月10日　Center for Economic and Policy Research（CEPR）,
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
7月3日　神戸大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
8月12日　SWET2009（北海道夏季研究集会）（北海道大学）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
11月9日　ベトナム国立大学ハノイ校経済学部
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10月24日　法政大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月29日　南京大学経済学部（南京）
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"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
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"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
1月9日　School of International Trade and Economics（SITE）, of University of International
Business and Economics（UIBE）（北京・中華人民共和国）




Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets （part 1）
9月15日　日本経済学会秋季大会（近畿大学）中原賞受賞記念報告
"Sunspot Equilibria in a Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
6月26日　東北大学大学院情報科学研究科





4月6日　京都大・富山大合同コンファレンス"A refinement of the Myerson Value"
10月21日　日本経済学会招待講演（大阪市立大学）
"Welfare gains and losses in sunspot equilibria"
2007年
2006年
8月14日　World congress of the econometric society （シアトル）にて発表
 "On the Range of the Risk-Free Interest Rate in Incomplete Markets"
10月12日　ディセントラライゼイションコンファレンス（広島大学）
「Robust equilibrium to incomplete information : 展望」
8月18日　 The 4th General Equilibrium Theory Workshop in Asia （GETA2007）
at National University of Singapore     "Welfare gains and losses in Sunspot equilibria"
7月1日　The third Asian Workshop in General Equilibrium Theory （GETA2006）,
"Interim Efficient Allocations under Uncertainty."
3月10日　京都大学経済教育シンポジウム「ゲームの理論と経済社会論入門」
9月16日　第11回DCコンファレンス（法政大学）「サンスポット均衡：成果と課題」
5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore (NUS)
"Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
5月24日　（京都大学時計台ホール）
COE公開講座「戦略的思考の技術：ゲーム理論入門」
12月17－18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催）
"Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
6月12日　日本経済学会春季大会




9月11日　University of Venice, Economic Theory workshop





8月21日　The World Congress of the Econometric Society










 "Refinements and Higher Order Beliefs : A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部）












































    
学位 2008年9月 博士（経済学）慶應義塾大学

























"Endogenous Price Leadership and Technological Differences," International Journal of Economic 
Theory 2, 365--383, with Makoto Yano, 2006.
"Law and Economics of M&A Markets," in Makoto Yano, ed., The Japanese Economy - A Market 
Quality Perspective, Keio University Press, 217--234, with Makoto Yano, 2008.
"Market Quality of Japanese and US Securities Markets," mimeo, with Makoto Yano, 2014.
"Equilibrium Selection in the Yano Model of Price Leadership," 
 Pacific Economic Review 13, 649‐655, 2008.
"Competition between the Monopoly Firm and a Potential Entrant," mimeo, with Makoto Yano, 2014.
"On Yano's Price Leadership Game," in Takashi Kamihigashi and Laixun Zhao, eds., International 
Trade and Economic Dynamics: Essays in Memory of Koji Shimomura, Springer, 513--523, with 
Makoto Yano, 2008.
"Price Competition or Tacit Collusion," KIER Discussion Paper Series 807, with Makoto Yano, 2012.
競争と市場構造に関するワークショップ





















International Conference on Market Quality and Economic Institutions
"Japanese and US Household Perception of the Securities Market"
2013年11月8日（金曜日）
会場：青森市文化観光交流施設
Asian Meeting of the Econometric Society
"Price Competition or Price Leadership"
2013年8月3日（土曜日）
会場：Grand Copthorne Waterfront Hotel, Singapore
Econometric Society Australian Meeting
"Price Competition or Price Leadership"
2013年7月10日（水曜日）
会場：University of Sydney, Sydney
Economic Crisis and Market Quality
"Japanese and US Household Perception of the Securities Market"
2013年6月17日（月曜日）
会場：京都大学経済研究所
The Fifth Asia Joint Workshop in Economics
"Household Perception on the Japanese Stock Market"
2013年3月29日（金曜日）
会場：Ocean Suites Jeju Hotel, Jeju
10th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Japanese Household Behavior in the Stock Market"
2013年3月14日（木曜日）　慶應義塾大学三田キャンパス南校舎
Conference on Market Quality　"Price Competition or Price Leadership"
2012年11月2日（金曜日）　　ウェスティン都ホテル京都
Hokkaido & Kyoto Universities Joint International Conference on International Economics &




87th Annual Conference, Western Economic Association International　
"Price Competition or Tacit Collusion"
2012年6月30日（土曜日）　Hilton San Francisco Union Square, San Francisco
Market Quality Workshop　"証券市場の質に関するJHPSデータ"
2012年6月17日（日曜日）　京都大学経済研究所先端経済教育研究センター･三田オフィス






AEI--FOUR Joint Workshop on Current Issues in Economic Theory　
"Price Competition or Tacit Collusion"























KIER-Pacific Economic Review Workshop on Economics and Economic Policies
"Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2011年2月28日（月）　ウェスティン都ホテル京都
IEFS Japan Annual Meeting 2010   "Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
2010年11月20日（土）　神戸大学六甲台第三学舎
10th SAET Conference on Current Trends in Economics   "Consumer Inertia and Market Structure"
2010年8月15日（日）　Grand Copthorne Waterfront Hotel, Singapore
84th Annual Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership and the Quality of Competition"
2009年7月2日（木）　The Sheraton Vancouver Wall Centre, Vancouver
法と経済学会第４回全国大会    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2006年7月22日（土）　 政策研究大学院大学
IEFS Japan Annual Meeting 2005    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年12月23日（金）　 神戸大学経済経営研究所
The Chukyo-Kyoto International Conference on International Trade and Macroeconomic Dynamics
"Price Competition or Tacit Collusion"
2011年11月20日（日）　名古屋都市センター
International Conference of Economic Research Institutes in East Asia
"Market Quality and Competition"（矢野誠教授との共同報告）
2009年3月6日（金） 　Seoul National University
6th International Conference on Economic Theory    "Endogenous Price Leadership"
2008年12月13日（土） 　ウェスティン都ホテル京都
The 4th Keio/Kyoto International Conference on Market Quality Economics
"Market Organization under Price Competition"
2009年12月6日（日）　ウェスティン都ホテル京都
日本経済学会2009年度秋季大会   "Endogenous Price Leadership"
2009年10月10日（土）　専修大学生田キャンパス
8th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership"       2009年3月24日（火）　 龍谷大学深草学舎
京都大学慶應義塾大学合同ミニコンファレンス　
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2007年12月14日（金曜日）　京都大学経済研究所
First Keio/Kyoto International Conference on Market Quality Economics　
"Endogenous Price Leadership"
2008年11月8日（土曜日）　京都大学経済研究所先端経済教育研究センター･三田オフィス
Market Quality Theory Workshop











"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
2004年6月11日（金） 　 慶應義塾大学三田キャンパス
日本経済学会2005年秋季大会    "Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月17日（土） 　中央大学多摩キャンパス
第11回ディセントラライゼィション・コンファレンス
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月16日（金）  　 法政大学市ヶ谷キャンパス92年館（大学院棟）
日本経済学会2004年度春季大会    "Illiquid Securities and Time-Inconsistent Preferences"
2004年6月12日（土） 　明治学院大学白金校舎
日本経済学会2004年度秋季大会
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 『ESP』、 2009年1－2月号、 経済企画協会
佐藤正弘（2008） 「マルチステークホルダー・プロセスと企業の社会的責任について」
 『ESP』、 2008年1月号、 経済企画協会
Masahiro Sato（2010）"National Policy and Sustainable Consumption in Japan,"







































2013年3月15日　Western Economic Association International （WEAI）,





































2012年12月6日　国連環境計画（UNEP） Measuring The Future We Want : An International
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・ 『経済セミナー』2003年 10月号（No.585） 
・ 『ゲーム理論プラス』（経済セミナー増刊）2007年 6月 
・ 『経済セミナー』2010年 2・3月号（No.652） 
・ 『経済セミナー』2010年 4・5月号（No.653）、2010年 6・7月号（No.654）、 
2010年 8・9月号（No.655）、2010年 10・11月号（No.656）、 
2010－11年 12・1月号（No.657）、2011年 2・3月号（No.658）（連載、計 6回） 
 
【指導学生・研究員の就職先】 
・ 和歌山大学経済学部（太田 勝憲・COE研究員） 
・ 九州大学システム情報科学研究院（稲見 裕介・指導学生） 
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''Heterogeneity and Aggregation: Implications for Labor-Market Fluctuations: Comment,'' American
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 “The Sustainability of Budget Deficits in Japan,”




“Inflation and Price-Wage Dispersions in Japan,” Journal of the Japanese and International Economies

















 “Inflation and Price-Wage Dispersions in Japan in the 1980s,”







































 “Effort Incentives : Evidence from Japanese Data,” in T. Tachibanaki ed.,
 Who Runs Japanese Business? : Management and Motivation in the Firm, Cheltenham :
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・ 日本経済新聞・2003年 9月 9～12・15・17・18日 
・ 京都新聞・2006年 3月 31日 
・ 日本労働研究雑誌・2006年 4月号（書評：阿部正弘「日本経済の環境変化と労働市場」） 
・ 日本労働研究雑誌・2010年 4月号（「1990年代以降の労働市場と失業率の上昇」） 
・ The Fondation France-Japon de l'EHESS Website・2012 年 10 月 27 日（Japan’s labor market and the rise in 
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報告　‘The Global Financial Crisis and the Japanese Economy’
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報告　‘Domestic-Demand-Led Economic Growth: Japan’s Lessons Learned’
財務総合政策研究所・中国社会科学院・韓国対外経済政策研究院（KIEP）共催
第5回「日中韓の研究所による3カ国ワークショップ」　（2011年5月27、韓国済州島）
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1   多様な投資家より成る経済の資産価格の理論 
2   曖昧さ（ambiguity）回避的な投資家の最適ポートフォリオ 












証券価格やリスク配分の分析を進めた。特に、2007年に Journal of Economic Theory 誌に公刊された
James Huang と Christoph Kuzmics との共同論文では、リスク許容度の多様性が、代表的個人の相対
的リスク回避度を、経済全体の総消費量の減少関数にする傾向にあることを示した。この結果は、なぜ、
ブラック・ショールズのオプション価格付け公式が与える理論値が、実際に市場で成立する価格を下回
ることが多いかを説明しうるものとして興味深い。また、2008年に Journal of Mathematical Economics 
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「経済学とは？＆日本経済のこれから」
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【研究領域】 
理論経済学、公共経済学 
 
【現在の研究テーマ】 
市場理論、経済動学、国際経済、数理経済学、法と経済学 
 
【これまでの研究内容】 
1980年代以降、盛んになった多人数の消費者を持つ動学的均衡理論の研究を他に先駆けて行った研究
者の一人である。この分野では、一連の論文を通じて、通常の最適計画モデルとは異なり、動学的均衡
経路が初期条件に依存する定常状態に収束することを示した。さらに、定常状態の初期条件への依存度
は長期利子率の低下とともに低まることを示した。財政政策を通じた消費者間の初期資源の純粋移転は
経済の動学的経路にはほとんど影響しないという結論を証明することで、フリードマンの恒常所得仮説
のもとでの予想を厳密な一般均衡モデルではじめて証明した。また、1960年代以来、多くの国際経済学
者によって検討された「多人数のトランスファー・パラドックス」をはじめて完全な形で解いたことで
も知られる。1990年代には、複雑系、非線形動学の分野で西村和雄との共同研究を手がけ、動学的均衡
経路に観察可能なカオスが発生する可能性を他に先駆け証明した。その他、研究分野は広範に及び、「国
際貿易」「公共経済学」「マクロ経済学」「規制の経済学」「ゲーム理論」といった幅広い分野の理論的業
績を上げている。 
 
【現在の研究内容】 
本年度は、これまでに引き続いて、「市場の質」の経済学の構築に向けて研究を進めた。特に、2008
年夏に起きた世界金融危機に関して、「市場の質」という観点から新たな分析を行った。この分析を通
じ、日米の金融政策の誤り、金利裁定理論の過信、証券格付の誤り、などが互いに連動して、ＣＤＳ市
場の数量バブルを形成したことを明らかにした。ＣＤＳ市場でのバブルの形成は金融市場における市場
の質の低下に起因しているとみることができ、このバブルの崩壊が金融危機の直接の原因となったと考
えられる。価格が無制限に上昇する通常のバブル（価格バブル）と比べ、今回のバブルは取引数量が無
制限に上昇したことに特徴がある。価格情報と比べると、数量情報の把握は非常に困難であり、そのた
めバブルの存在の確認が遅れ、極めて大きな金融危機につながったと考えられる。 
「市場の質」は、厳密に言うと、資源配分の効率性と取引過程や価格形成の公正性という二つの概念
を総合する指標と定義することができる。効率性に関しては、すでに多くの研究がなされているが、取
引過程の公正性に関する既存研究は存在せず、正確な定義も与えられていなかった。本年の研究では、
この概念の正確な定式化が行われた。一般に、公正性とは、多くの人に妥当として受け入れられたルー
ルや法律が遵守されている状態をさすものであると定義される。このような定義のもとでは、「多くの
人に受け入れられた」とは、どのようなことなのかという問題が残される。実は、この問題は公正性と
いう概念とルールや法律という基準の間に、帰納法的な関係が存在することから発生している。この事
実を指摘するとともに、帰納法的関係を確定するための終点条件を与える基礎的な市場と本源的ルール
を設定し、その終点条件から逆向きに現実の市場における公正性が定義されなければならないことを明
らかにした。 
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